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山村振興計画書 
 

都 道 府 県 名 市 町 村 名
作 成 年 度 

（変更年度） 

岐 阜 県 恵 那 市
平 成 1 9 年 度 

（平 成 2 7 年 度） 

振 興 山 村 名 

笠置村、飯地村、中野方村（旧恵 那 市） 

静波村、吉田村、三濃村 （旧明 智 町） 

串原村         （旧串 原 村） 

上村、下原田村     （旧上矢作町） 

指 定 番 号 

旧恵 那 市：昭和 47 年（第 1041 号） 

旧明 智 町：昭和 44 年（第 0575 号） 

旧串 原 村：昭和 44 年（第 0576 号） 

旧上矢作町：昭和 45 年（第 0800 号） 

 

Ⅰ．地域の概況 

 

１．自然的条件 

（１）地理、地勢 

 岐阜県の東南端に位置する本市は、平成16年10月25日に、一部に山村振興法に基づく振興

山村（以下「振興山村」という。）を有する旧恵那市と旧明智町、全域が振興山村である旧

串原村と旧上矢作町、振興山村を有しない旧岩村町と旧山岡町の６市町村が合併して誕生し

た。 

 市域は、東西約32km、南北約36km、総面積は約504.24k㎡（岐阜県面積の約4.7％）で、

その77％を山林が占めている。市内には大きく２つの水系が流れ、北部を流れる木曽川流

域は、比較的平坦な地形で市街地が広がるが、木曽川以北は標高1,000ｍ余りの笠置山山麗

の緩傾斜地や丘陵に集落や耕地が開けている。また市南部を流れる矢作川流域は、西部で

はなだらかだが、東部ではやや急峻で平坦地は少なく、山岳に囲まれた典型的な農山村地

域である。 

 本市の振興山村（以下、「本地域」という。）は、市の北部と南部に位置している。北

部地域は八百津町と白川町に、南部地域は中津川市と長野県、愛知県、そして瑞浪市に接

している。振興山村の面積は294.41k㎡で、市総面積の約58.4％を占めている。 

 

（２）気候 

 本市の気候は、太平洋気候の影響を受ける準内陸性の山地気候であり、夏季の気温較差は

比較的大きく、冬季は冷え込みが厳しいものの降雪量は少なく、年間を通じて比較的安定し

た気候である。市の年間降水量は1,768mm（平成27年）と平均的ではあるが、夏季には比較

的雨量もあり、概して農林業に適している。 
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２．社会的及び経済的条件 

（１）人口の動向 

 本市の人口は、平成22年国勢調査においては53,718人で、最近10年間で6.2％減少してい

る。そのうち、65歳以上の高齢者人口は、15,542人で高齢化率は28.9％となっている。 

 また、出生・死亡による自然増減については、最近10年間では、死亡数が徐々に増加す

る一方、出生数は低下しており、年間の自然減数が年々拡大しているとともに、転入・転

出による社会増減においても、転出超過の傾向が続いている。 

 本地域の人口は、平成22年国勢調査においては9,236人で、市全体人口（53,718人）の約

17.2％を占める。最近10年間の動向では、平成12年の10,829人に比べ14.7％減少しており、

本市の平均を大きく上回っている。また、65歳以上の高齢化率は本市の平均を大きく上回

る37.7％となっており、若者の流出や少子高齢化の進行が著しい。このため、担い手不足

による森林、農用地などの管理機能が低下しつつある｡ 

 

年齢階層別人口の動向 

（単位：人） 

年度 
振興山村 

総数 0～14 歳 15～29 歳 30～44 歳 45～64 歳 65 歳以上 

平成 12 年 10,829 1,445 1,384 1,512 3,082 3,406

（2000 年） 100% 13.3% 12.8% 14.0% 28.5% 31.4%

平成 17 年 10,025 1,152 1,183 1,334 2,886 3,470

（2005 年） 100% 11.5% 11.8% 13.3% 28.8% 34.6%

平成 22 年 9,236 963 941 1,199 2,654 3,479

（2010 年） 100% 10.4% 10.2% 13.0% 28.7% 37.7%

出典：山村カード / 国勢調査 

  備考 

    平成16年10月25日市町村合併 

 

（単位：人） 

年度 
市全体 

総数 0～14 歳 15～29 歳 30～44 歳 45～64 歳 65 歳以上 不詳 

平成 12 年 57,274 8,654 9,227 9,640 16,241 13,451 61

（2000 年） 100% 15.1% 16.1% 16.8% 28.4% 23.5% 0.1%

平成 17 年 55,761 7,745 8,159 9,499 15,562 14,681 115

（2005 年） 100% 13.9% 14.6% 17.1% 27.9% 26.3% 0.2%

平成 22 年 53,718 7,052 6,984 9,163 14,873 15,542 104

（2010 年） 100% 13.1% 13.0% 17.1% 27.7% 28.9% 0.2%

出典：国勢調査 

 備考 

   平成16年10月25日市町村合併 
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（２）産業構造の動向 

 本市の産業は、平成22年度の生産額ベースで、第一次産業1.5％、第二次産業35.2％、第

三次産業63.3％となっている。岐阜県全体と比較して第一次産業の割合が高いのが特徴であ

り、特に農業において、米、栗等を中心に生産されているが、生産者の高齢化、担い手不足、

経営規模が小さい等の理由により生産性及び効率性は低い。また、第二次産業では本市西部

の工業団地を中心にプラスチック製品製造業の製造出荷額が最も多く、第三次産業では、卸

売・小売業の割合が最も高いが、本市北部に位置する県立自然公園指定の恵那峡や本市南部

に位置し、伝統的建造物群保存地区にも指定されている岩村城下町を中心とした観光業も盛

んである。 

 本地域の産業は、農林業が基幹的産業として営まれてきたが、零細な農林業経営による所

得の低下、若年労働力の都市への流出、農林業従事者の高齢化等により、生産活動の停滞が

進み、安定し確実な現金収入が得られる第二次産業、第三次産業への労働力流出が続いてい

る。 

 

産業別生産額の動向 

（単位：百万円） 

年度 
市全体 

全体 1 次産業 2 次産業 3 次産業 

平成12年 211,256 3,561 85,796 121,899

（2000 年） 100% 1.7% 40.6% 57.7%

平成17年 193,995 2,818 70,676 120,501

（2005 年） 100% 1.5% 36.4% 62.1%

平成22年 188,456 2,743 66,441 119,272

（2010 年） 100% 1.5% 35.2% 63.3%

出典：岐阜県市町村民経済計算 

  備考 

    平成16年10月25日市町村合併 

 

 本市における産業別就業人口は、平成22年で第一次産業1,500人（市全体就業者総数の5.

7％）、第二次産業9,561人（同36.6％）、第三次産業15,055人（同57.7％）と第三次産業が

全体の半数以上を占める。平成17年と比較すると、第一次産業で1.3ポイント減少している

が、第二次産業及び第三次産業は増加している。 

 本地域における産業別就業人口は、平成22年で第一次産業502人（振興山村就業者総数の8.

3％）、第二次産業2,333人（同38.4％）、第三次産業3,237人（同53.3％）となっている。

本市全体と比較すると、第一次産業で2.6ポイント高い。特に農林業の割合が高いのが特徴

である。 
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産業別就業人口の動向 

（単位：人） 

年度 
振興山村 市全体 

全体 1 次産業 2 次産業 3次産業 全体 1 次産業 2次産業 3 次産業

平成12年 7,554 672 3,346 3,536 29,479 1,872 12,044 15,563

（2000 年） 100% 8.9% 44.3% 46.8% 100% 6.3% 40.9% 52.8%

平成17年 7,047 704 2,746 3,597 28,259 1,990 10,275 15,994

（2005 年） 100% 10.0% 39.0% 51.0% 100% 7.0% 36.4% 56.6%

平成22年 6,072 502 2,333 3,237 26,116 1,500 9,561 15,055

（2010 年） 100% 8.3% 38.4% 53.3% 100% 5.7% 36.6% 57.7%

出典：国勢調査、山村カード 

 備考 

   平成16年10月25日市町村合併 

 

 

（３）土地利用の状況 

 本地域の面積の85.7％は森林のため、平坦地の少ない特殊条件下に置かれており、企業誘

致等は望めず、土地利用には必然的に制約が生じている。一方、耕地は面積の約1.8％であ

り、そのほとんどは小区画の水田となっている。 

  

土地利用の状況 

（単位：ha） 

年度 

振興山村 

総土地 耕地面積 林野面積 

面積  田 畑 樹園地 その他  森林 

平成12年 29,418 748 538 140 38 32 25,666 25,666

（2000 年） 100% 2.5% 1.8% 0.5% 0.1% 0.1% 87.2% 87.2%

平成17年 29,418 493 378 88 20 7 25,604 25,604

（2005 年） 100% 1.7% 1.3% 0.3% 0.1% - 87.0% 87.0%

平成22年 29,418 521 393 95 28 5 25,214 25,214

（2010 年） 100% 1.8% 1.3% 0.3% 0.1% - 85.7% 85.7%

出典：山村カード 

 備考 

   平成16年10月25日市町村合併 

 

（単位：ha） 

年度 

市全体 

総土地 耕地面積 林野面積 

面積  田 畑 樹園地 その他  森林 

平成12年 50,424 3,546 2,719 367 177 283 39,429 39,102

（2000 年） 100% 7.0% 5.4% 0.7% 0.4% 0.6% 78.2% 77.5%

平成17年 50,424 3,448 2,670 334 161 283 39,356 39,060

（2005 年） 100% 6.8% 5.3% 0.7% 0.3% 0.6% 78.1% 77.5%
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平成22年 50,424 3,382 2,640 742 ※畑に含む ※畑に含む 38,884 38,588

（2010 年） 100% 6.7% 5.2% 1.5% － － 77.1% 76.5%

出典：総土地面積 / 全国都道府県市区町村別面積調、耕地面積 / 耕地面積調査、林野面積 / （世界）農林

業センサス 

 備考 

   平成16年10月25日市町村合併 

 

 

（４）財政の状況 

 平成16年の合併により本市の財政規模は、合併をしていない類似団体と比較しても非常に

大きいものとなっている。地域産業の不振に加えて、生産年齢人口の減少により税収が低迷

する一方、高齢者人口の増加により医療・介護サービス等に対する財政支出が増加しており、

財政状況は厳しいものとなっている。 

 また、合併に伴う地方交付税の優遇措置が平成27年度から毎年段階的に縮小し、平成31年

度には終期を迎えることから、将来にわたって現在と同じ水準の行政サービスを続けること

が困難な状況にある。 

 

市町村財政の状況（市全体） 

（単位：千円、％） 

区              分 平成 17 年度 平成 22 年度 

歳  入  総  額  Ａ 

  一  般  財  源 

  国  庫  支  出  金 

都道府県支出金 

  地  方  債 

  そ  の  他 

歳  出  総  額  Ｂ 

  義  務  的  経  費 

  投  資  的  経  費 

          うち普通建設事業 

  そ  の  他 

歳入歳出差引額  Ｃ（Ａ－Ｂ） 

翌年度へ繰越すべき財源  Ｄ 

  実質収支  Ｃ－Ｄ 

27,768,177

17,288,994

1,714,130

2,049,728

2,543,100

4,172,225

26,200,527

11,209,586

4,623,443

4,545,339

10,367,498

1,567,650

347,048

1,220,602

30,785,397

18,439,223

2,961,491

1,879,094

3,718,400

3,787,189

28,950,244

12,110,321

5,386,243

5,271,860

11,453,680

1,835,153

369,473

1,465,680

財  政  力  指  数 

公 債 費 負 担 比 率 

起 債 制 限 比 率 

経 常 収 支 比 率 

地 方 債 現 在 高 

0.487

17.1

12.6

86.4

37,951,311

0.517

19.5

8.7

80.1

37,377,491

出典：平成 17 年度及び平成 22 年度の決算状況 
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Ⅱ．現状と課題 

 

１．これまでの山村振興対策の評価と問題点 

 

 本地域は、昭和44年度から46年度にかけて旧恵那市、旧明智町、旧串原村及び旧上矢作

町が振興山村の指定を受け、第一期山村振興計画を策定し、以後昭和58年度までにそれぞ

れが第三期までの対策を実施した。平成３年から８年にかけて、旧明智町、旧串原村では

それぞれが第四期山村振興計画を策定し、以後各般の事業が実施された。さらに平成11年

度には旧串原村と旧上矢作町で第五期対策、合併後の平成19年度に新法対策（第六期）の

計６期に係る山村振興計画を策定し、道路交通網の整備、農林業生産基盤の整備、経営近

代化施設の整備、交流施設の整備、社会生活環境等の整備を中心に各種施策を講じてきた。

合併後の平成19年度に策定した新法対策では、簡易水道施設の整備を中心に生活環境の充

実を図る等平成25年度までで7,863,011千円の実績となっている。 

 この結果、道路交通網の整備による地域住民の生活圏の拡大、農道や林道整備による農

林業経営の合理化、簡易水道施設の整備による住民生活の向上、交流施設の充実等各分野

において多大な成果を上げることができた。 

 しかしながら、これまでの各般の山村振興施策の実施にもかかわらず、本地域と他地域

との格差は依然として解消されておらず、集落を結ぶ道路及び集落内道路の整備、産業の

生産基盤、経営近代化施設の整備、社会生活環境施設の整備等が未だ十分とは言えない。

また、若者が定住できる就業の場はなかなか増加せず、若年層の都市への流出により農林

業の担い手の減少に拍車がかかる等、森林、農用地等の管理水準の低下をはじめとした課

題が残されており、これらの是正のための整備を進める必要がある。 

 さらに、依然として人口減少には歯止めがかからず、平成17年国勢調査－平成22年国勢

調査における人口の減少率は市内13地区のうち本地域が上位を占め、自然減、社会減の拡

大と相まって少子高齢化の進行は著しい状況である。 

 このような情勢に対処するため、国土の保全、水源のかん養、自然環境の保全等山村が

担っている役割に着目しながら、早急に道路網の整備、農林業の基盤整備、社会生活環境

の整備を進めていく必要がある。また、交流施策においては、近年のグリーンツーリズム

志向に対応して、本地域が保有する豊かな自然資源を最大限に活用して、都市との交流を

進め、地域の活性化や住民の就業機会の増大を図る必要がある。 

 こうした施策によって、山村の地域間格差を打破し、「安心・快適・活力」のある地域形

成を促し、住む人誰もが誇り・愛着を持ち住み続けることができる魅力ある山村づくりを

実現するために、山村振興計画を策定するものである。 

 

 

２．山村における最近の社会、経済情勢の変化 

 

 本市では、合併後の平成18年度に第１次総合計画を策定し、「人・地域・自然が調和し
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た交流都市」を将来像に掲げ、豊かな自然環境を活かした交流人口の拡大と市民が参画す

る協働のまちづくりを中心に、活気あふれる交流都市を基本目標とし、まちづくりを進め

てきた。本地域においても、第１次総合計画の基本目標を基軸とし、地域の活性化を目指

して様々な施策を展開してきた。 

 しかし、本地域の主要な財源収入である地方交付税、国庫補助金は年々減少し、起債等

により歳入を確保する状況で、歳出面においては高齢者人口の増加等により医療費や社会

保障等の負担が増大し、これまでと同等の行政サービス水準を維持することが困難になる

ことが危惧されている。 

 また、他地域に比べ急速に高齢化も進んでおり、平成22年国勢調査による高齢化率では、

市内13地区のうち上位４地区を本地域が占めている。こうした傾向には、地域内における

就業機会の不足、生活環境の未整備等の理由による若年層の都市部への流出が影響してお

り、地域の活性化においても大きな障害となっている。他方、移住定住施策により少数な

がらも一部の地域では都市部からの移住者もあり、各種事業施策の効果が徐々にではある

が見受けられる。 

 

 

３．山村における森林、農用地等の保全上の問題点 

 

 戦後活発な造成が行なわれ、成熟度の高い人工林を形成しているため、森林資源は比較

的充実している反面、林業の担い手の減少、高齢化に加え、近年の木材価格の低迷と労賃

等の生産コストの上昇により、林業の採算性は悪化してきており、林業への経営意欲の減

退が見られる。そのため、間伐等の管理も十分に行われていない状況であり、林業を取り

巻く環境は厳しさを増している。 

 農用地については、ほ場整備がほぼ完了し、優良農地が確保されているものの、農家の

ほとんどは経営規模が小さい第二種兼業農家であり、生産性も低いことから、総所得に対

する農業所得の占める割合は低い水準にとどまり、また、年間を通じて恒久的な所得が無

いこと等から就業者が減少しており、後継者不足や近年の鳥獣被害の増加と相まって、耕

作放棄地が増加する傾向にある。 

 このため、山地災害の防止、水源のかん養等、公益的機能が十分に発揮されるための森

林の適正な管理ができなくなっている。また、農地においても遊休化による荒廃が進み、

適正な管理に支障をきたす恐れがある。 

 このような状況は、近年の人口減少や高齢化の進行により拍車がかかっている状況であ

り、森林、農用地の有する国土保全機能の十分な発揮に向け、農林地の効率的な保全管理

技術の導入や、農林産物等の利活用と併せた保全活動の推進等、持続可能な仕組みの導入

が急務となっている。 
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４．山村における新たな課題 

 

 所得の低迷や就業場所の減少等による若年層の都市部への流出が一因となり、本地域は

人口減少や高齢化の進行が他地域に比べ顕著であり、このままでは山村の有する多面にわ

たる機能の発揮を支える地域社会が衰退する恐れがある。 

 山村の維持・発展を図るためには、地域における所得と雇用機会を確保することが不可

欠であるが、山村の立地条件等により、他地域からの産業導入にはおのずから制約がある。 

 また、森林を活用した再生可能エネルギー資源や農林産物については、地域内での自給

のみならず、他地域への供給や６次産業化による商品の付加価値を高めた物品の販売がで

きる潜在力を有しているが、人材や労働力不足のために十分に活用できていない。 

 このため、他地域との格差を解消するための産業基盤の整備を図るこれまでの視点に加

え、地域資源を活用し、安定的に雇用を確保できる企業の育成や農林業の後継者を育成す

るとともに、地域の特性を生かした商品開発・生産、地域の魅力を生かした地域産品の販

売促進、豊かな自然を生かした観光の振興等により山村の活性化と移住定住の促進が不可

欠となっている。 

 また、本地域の中学校は４校あるが、市南部に位置する３校については、少子化により

生徒数の減少が著しいため、規模の適正化を含めた学校の在り方が課題となっている。こ

のほか、市内公共交通においては、本地域と市の中心部との間に路線バスが運行されてい

るものの幹線道路のみの運行で利便性に欠けていることから、各集落から公共交通網へと

結ぶ交通手段の確保が大きな課題となっている。 
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Ⅲ．振興の基本方針 

 

１．本地域の自然的、社会的及び経済的条件の特徴と抱える問題点等 

 

 本地域は、市域の58.3％を占め、総面積294.18k㎡のうち85.7％が森林である。土地は肥

沃で雨量も多く、樹木等の成育に適していることから、かつては第一次産業が基幹的産業

であった。しかし、近年の農林業の不振による所得の低下に加え、経営規模は零細で、生

産性の低い稲作中心の第二種兼業農家が多くを占めるため、経済的には他の産業に大きく

依存している。地理的にも名古屋圏の都市部へは比較的近距離であるため、日常生活の便

利さと魅力ある職場を求めて、新規学卒者を中心に若年層の都市部への流出が進み、それ

に伴って農林業の後継者不足、高齢化という悪循環を招いている。 

 結果、農林業の生産活動を通じて発揮される国土や自然環境の保全、良好な景観の形成

や伝統文化の継承といった山村の有する多面にわたる機能が十分に発揮されていない状況

にある。 

 

 

２．本地域の特性を生かした地域活性化の方針及び森林、農用地等の保全の方針 

 

 名古屋圏の重要な水源地に位置する本地域は、森林や農地を抱え、水源のかん養や治山

治水等の重要な公益的機能を担っている。また、山村が果たしている機能や持っている価

値を維持していくためには、そこに人の暮らしがあり、美しい自然やその地の歴史、伝統

文化に誇りを持ち生き生きと暮らしていけることが大切である。 

 一方、近年では人々の関心も、自然との触れ合いや環境問題へ高まっており、経済的豊

かさ重視の生き方から、心の豊かさ、ゆとりを楽しむという生き方に価値観が転換しつつ

あることから、これまでの交通・産業・社会・生活環境基盤整備による地域格差の是正と

いう視点に加え、都市部を含めた他地域との連携や交流等を図りながら、積極的な振興施

策を展開していくことが重要である。 

 こうしたことを受けて、本地域の振興方針は、森林・農用地の保全を図りながら、美し

い農村景観を形成し、新たな視点から交流産業を創出するとともに、経済の活性化を促し、

快適でゆとりある生活環境をつくり、個性豊かな魅力ある山村地域の構築を目指すことと

する。 

 

 

３．山村振興の目標を達成するための主な方法 

 

 本地域の振興方針を踏まえ、目標を達成するためには、山村に安心して暮らすことができ

なければならない。そのために、交通網整備や社会・生活環境整備を進め、それと合わせて
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災害に強い森林づくり、医療の確保、鳥獣被害防止等の対策を進め、安全で安心できる山村

振興政策を推進することとする。 

 

 ① 道路交通網及び情報基盤の整備：「便利に安心して暮らす」 

  市民生活の向上や産業の活性化を図るため、都市部や市中心部から本地域へ通じる国

道や主要地方道など、主要なアクセス道路、集落間を結ぶ市道や橋梁について、円滑な

通行を促す整備を推進するとともに、集落の広域的な共存関係が十分機能し、安全で安

心できる移動空間の確保を推進する。 

  整備にあたっては、限られた財源の中で質の良い事業を行なうため、選択と集中の視

点の下、整備方針を策定し、投資効果の高さによって優先順位を定める等必要な道路整

備を実施する。 

  また、市内の基幹ネットワークを冗長化し、災害時等においても行政情報を住民が等

しく受けられるよう、ネットワークの強靱化と老朽化した告知放送設備の更新を推進す

る。 

 

 ② 地域の特性を活かした産業振興：「まちを元気にする」 

 本地域の基幹的産業である農業の振興については、地域農業の担い手である認定農業者と

後継者の確保や集落営農等の生産組織を育成するとともに、地域の特性を生かした栗などの

農作物の産地化やブランド化、６次産業化を推進する等、生産・流通体制の整備を促進して、

若者・高齢者に対する就業の場の確保と所得の向上に努め、生産性の高い農業と経営の安定

を図る。 

 林業については、森林の有する多面的機能を高度に発揮するため、重視すべき機能に応じ

た森林整備を計画的・重点的に実施しながら、森林施業共同化の促進及び林業従事者や後継

者の育成、確保を図り、里山すべてが資源とする考えの下、生産性の向上・経営所得の安定

化に向けた支援や生産基盤等の維持・整備を図り、林業・木材産業の活性化を促進する。 

 

 ③ 教育環境の整備：「いきいきと暮らす」 

 本地域に愛着と誇りを持った人材を育成していくため、児童生徒にとって望ましい教育

環境や通学における地域事情など、総合的な観点から学校規模の適正化について検討する。

また、学校施設の建設年度や老朽度を考慮して改修を図る。 

 コミュニティセンターを地域のまちづくり活動の拠点として整備・充実をし、生涯学習

の推進を図る。 

 

 ④ 社会・生活環境の整備：「便利に暮らす」 

 快適で充実した生活を確保するため、老朽化した水道施設の更新を推進し、安全で安定

した水の供給を図る。併せて、他地域と比較して整備が遅れている汚水処理施設について、

下水道、農業集落排水処理施設や合併処理浄化槽の整備による効果的な整備により、環境

に配慮した快適な生活環境の形成を促進する。 
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 ⑤ 高齢者福祉の確保と向上：「安心して暮らす」 

 本地域内は、他地域と比べ高齢化率が高く、また、週１回の診療しかない地区も存在す

ることを踏まえ、誰もが安心して生活できるよう病院や診療所との連携等、地域の医療体

制を充実するとともに、救急体制の強化を図る。また、要介護高齢者の増加に対応するべ

く、行政や各種団体と地域が連携したケア体制の充実を図る。 

 

 ⑥ 森林・農用地等の管理保全：「まちの魅力を高める」 

 森林が持つ水源かん養機能や大気の浄化、治山、治水等の公益的機能を継続的に発揮させ

るため、各種関係団体の支援を推進するとともに、流域全体の広域的な連携による森林整備

と保全を促進する。 

 あわせて、多面的機能支払制度の活用により、集落が本来担ってきた相互扶助機能を維持

し、遊休荒廃化を防止するとともに、豊かな自然環境と快適な生活環境を有する地域づくり

を進める。 

 鳥獣対策については、里山保全により生態系保護に努める一方、有害鳥獣に対しては、捕

獲や狩猟、侵入防止対策により農林作物への被害の軽減を図る。 

 

 ⑦ 交流人口と定住人口の促進と拡大：「みんなでまちをつくる」 

 田舎暮らし体験などにより都市住民との交流を図るとともに、山村への親しみや理解を深

め、安らぎをもたらすという観点から、本地域にある豊かな自然環境資源を最大限に活用

し、棚田などを活用した農業体験の企画やグリーン・ツーリズムの推進により、都市と農

村交流の促進を図り、交流人口や定住人口の拡大を図る。 

 

 

 これらを達成するための重点振興施策は次のとおりとする。 

 ・ 地域の特性を活かした産業振興、都市との交流促進 

 ・ 道路交通網の整備、情報基盤の整備 

 ・ 教育環境の整備、社会・生活環境の整備、高齢者福祉の確保と向上、森林農用地等

の管理保全 
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Ⅳ．振興施策 

 

１．振興施策 

 

（１）交通施策 

  ・ 本地域内の主要幹線道路である国道 418 号及び主要地方道は、本地域と中心市街

地や隣接地区とを結ぶ幹線生活道路ではあるが、特に国道 418 号における改良率は

24.4％と低いことから、地域住民の利便性を高めるため、改良事業を推進する。一

方、主要地方道の改良率は 81.8％と整備は進んでいるものの、未改良地区について

は引き続き改良事業を推進する。 

  ・ 一般県道恵那八百津線や中野方七宗線をはじめとする集落間や都市間を結ぶ幹線

道路の整備にあたっては、近隣他都市との連携強化を図りながら、地域の円滑な交

通と生活環境の向上を図る。（一般県道改良率：47.3％） 

  ・ 市道の整備については、国道、県道との効果的な連携を図りながら、特に改良の

進んでいない地区を中心として計画的に整備を進め、生活道路としての運行を円滑

化するとともに、安全性の確保を図る。 

  ・ 各地域から市内幹線道路を走る公共交通網へ繋ぐ有償運送については、多様な担

い手と連携を取りながら、支援を図る。併せて、バス等の公共交通機関の維持に努

め、総合的な利便性向上を図る。 

 

（２）情報通信施策 

  ・ 基幹ネットワークを冗長化することで、災害時等においても行政情報を住民が等

しく受けられるためのネットワークの強靱化を図る。また、老朽化した告知放送設

備の更新を推進する。 

 

（３）産業基盤施策 

  ・ 本地域と他地域を結ぶ基幹的な林道となる三森山線の整備（山村代行制度）をは

じめとする林道の整備を行ない、森林施業の効率化や通行車両の安全確保と地域住

民の生活環境の改善を図る。また、間伐材の活用に向け、搬出するための作業道の

整備の支援を行う。 

  ・ 県営中山間地総合整備事業（恵那北部地区）により、大規模な栗園を造成し、付

加価値を高めた地域産品「恵那栗」の生産を図る。 

  ・ 農業の生産性向上と農家の高齢化に対応した省力化及び経営の合理化を図るため、

ほ場整備を行なうとともに、農業生産活動が継続的に行なわれるよう、中山間地域

等直接支払交付金等の交付金制度を活用するなど、耕作放棄地の増加を抑制し、集

落の活動体制の維持・強化活動を推進する。 
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（４）経営近代化施策 

  ・ 低迷する農林業の振興を図るため、農林産物の処理加工施設の整備等により経営

の近代化と地域の特性を生かした農作物の産地化、ブランド化や農林産物の６次産

業化を推進するなど生産・流通体制の整備を促進して、若者・高齢者に対する雇用

の場の確保と所得の向上に努め、生産性の高い農業と経営の安定を図る。 

 

（５）地域資源の活用に係る施策 

  ・ 串原、上矢作地区を中心とした地域の基幹産業である林業の生産性・収益性を向

上する観点から、地域の資源を生かす組織を設立し、里山すべてを資源とした考え

の下、間伐材を利用した薪の販売や木材のブランド化を推進し、所得の向上と雇用

機会の創出を通じて地域経済の活性化と定住促進を図るとともに、担い手の人材の

確保と育成の醸成を図る。 

  ・ 棚田 100 選にも選定されている「坂折棚田」に代表される自然豊かな里山を地域

全体で環境保全を進めながら、中山間地域農業の活性化を図るとともに、都市との

交流を通じて豊かで潤いのある地域社会づくりを促進する。 

 

（６）文教施策 

  ・ 本地域内の小学校屋内運動場は老朽化が激しいため、改修を行なうことで安心、

安全な教育環境の整備を図る。 

  ・ 山村文化資源保存伝習施設として、中山太鼓や地歌舞伎伝承の場としての活用の

みならず、地域内の各種スポーツ、サークル活動の拠点として利用されている「サ

ンホールくしはら」は、築 40年と老朽化が進み、早急な修繕の必要が生じているた

め、改修を行なうことで、地域社会における伝統文化の保存、継承対策等を促進す

る。 

  ・ 地域の活動拠点となるコミュニティセンターの整備、充実を図り、生涯学習を推

進する。 

 

（７）社会、生活環境施策 

  ・ 本地域は、独居高齢者や高齢者世帯が他地域と比べて多く、その中には限界集落

に近い地域もある。また、広域にわたり集落が点在しているため、地域内の火災・豪

雨災害時等の対応には消防団の充実が不可欠なことから、地域の消防・防災力を強化

するため耐用年数の経過している消防団の設備について順次更新し、地域防災力の充

実強化を図る。 

  ・ 飲料水の安定供給を図るため、水道未普及地域の新規工事と拡張工事を進めると

ともに、既存水道事業を推進する。 

  ・ 医療においては、特に南部地区の医療拠点となっている上矢作病院において築40

年が経過し、老朽化していることから計画的な整備が必要となっている。病院や診療

所との連携等、地域の医療体制を充実するとともに、広域にわたり集落が点在してお
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り、通院のための交通の利便性も悪いことから、患者の移送手段を確保し、通院の利

便性向上を図る。 

 

（８）高齢者福祉施策 

  ・ 介護を必要とする高齢者が自宅で主体的に生活しつつ、介護サービスが適切に受

けられるよう、介護施設の整備や老朽化した特別養護老人ホーム福寿苑の改修等の

事業を推進し、介護サービスの充実及び高齢者福祉の向上を図る。 

 

（９）集落整備施策 

  ・ 若年層の都市部への流出等が要因となり、人口減少が進行する中、本地域内には

空き家が多く残されている。都市部の中には自然志向を選ぶＩターン希望者が増え

つつある中、現在ある空き家を活用し、移住・定住者の拡大を図るため、本地域内

での定住促進のための住宅を整備する。併せて、受け入れ体制の強化を図る必要が

あることから、地域内外からの多様な担い手の受け入れと育成を推進する。 

 

（１０）国土保全施策 

  ・ 山地の保全を図るため、治山事業を推進するとともに、土石流等の土砂災害から

下流部に存在する人家、公共施設等の保全を図るため、砂防事業を推進する。 

 

（１１）交流施策 

  ・ 田舎暮らし体験などにより都市住民との交流を図るだけでなく、山村への親しみ

や理解を深め、安らぎをもたらすという観点から、そこにある豊かな自然環境資源

を最大限に活用し、棚田などを活用した農業体験の企画やグリーン・ツーリズムの

推進による都市と農村交流の促進をするとともに、交流人口や定住人口の拡大を図

る。 

 

（１２）森林・農用地等の保全施策（再掲） 

  ・ 本地域は、中山間地域で耕作条件が不利なことから農業生産性が低く、高齢化の

進行や若年層の流出による担い手不足等が原因により耕作放棄地が増加している。

農用地の保全をはかるため、中山間地域等直接支払制度等を活用して、農地や農道、

水路の適切な管理を行なう農業者等に対し交付金を交付し、農業生産活動の維持を

通じて自然環境の保全などの機能を確保する。 

  ・ 各種関係団体の支援を推進し、森林への作業路の開設、間伐、下刈り等の実施によ

り、水源地としての機能を保持しつつ、計画的な森林整備と保全を図る。 

 

（１３）担い手施策 

  ・ 第１次産業就業者の減少や高齢化が進む中、山村地域の基幹産業である農産業は、

農産物価格の低迷や気候に左右されやすいことから安定した所得が得られにくいた



 15

め停滞しており、後継者不足や若年層の流出という問題が生じている。結果、遊休

農地や耕作放棄地の増加に拍車がかかり、農業の生産活動を通じて発揮される農用

地等の保全が適切に行なわれていない状況にある。 

    農地中間管理事業の活用により、地域の中核的な担い手や経営体及び地域内外か

らの新規就業者を積極的に確保し、担い手や経営体の育成を推進する。 

 

（１４）鳥獣被害防止施策 

  ・ 生産意欲の減退を招く一因であるイノシシ、シカ、サル、ハクビシン等有害獣に

よる農林作物の被害を防止するため、農用地への侵入を防ぐ電気牧柵の効果的な設

置を推進する。 

 

（１５）その他 

  ・ 本地域の自然豊かな国土は、地域住民だけでなく国民の財産であり、財産を守る

という観点から、土地情報を正確なものにするため、地籍調査を推進する。 

  ・ 本地域固有の水資源を活用した小水力発電により、地域で使用するエネルギーの

自給率を高めるとともに、再生可能エネルギー産業の創出を図る。 

 

 

２．産業振興施策促進事項の有無 

 

産業振興施策促進事項の記載 
記入欄 

（該当する欄に○を記入） 

記載あり（別紙参照）  

記載なし 〇 
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Ⅴ．他の地域振興等に関する計画、施策等との関連 

 

 本地域は、振興山村の指定のほか、旧串原村と旧上矢作町が過疎法に基づく過疎地域（一

部過疎）に指定されており、過疎地域自立促進特別措置法に基づく「恵那市過疎地域自立

促進計画（計画期間：平成 28年度～平成 32年度）」が策定されている。 

 このため、振興施策の実施にあたっては、恵那市過疎地域自立促進計画の基本方針（地

域資源を活用した産業の展開）の趣旨を踏まえ、地域資源を活用した多様な産業の展開や

就業機会の確保等に努める。 

 また、本市では、平成 27 年に第２次恵那市総合計画（計画期間：平成 28 年度～平成 37

年度）を策定し、「人・地域・自然が輝く交流都市 ～誇り・愛着を持ち住み続けるまち～」

を将来像に掲げ、限りある財源を有効活用し、地域社会を維持するため人口減少対策への

取り組みを集中的に推進するとともに、「安心・快適・活力」の３つの理念の元、将来にわ

たり市民が誇り・愛着を持ち住み続けるまちとして、今後のまちづくりの指針を明らかに

していることから、当該指針を踏まえ、各種施策を展開することとする。さらに、総合計

画を基軸として各地域で策定した地域計画とも整合性を図りつつ、山村振興を推進する。 

 

 




